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用　途／多目的交流施設
所在地／南九州市川辺町
建築主／マル川建設 株式会社
設計者／ marukawa 建築設計事務所
施工者／マル川建設 株式会社
構造等／木造，地上１階
延床面積／107.65m²
木材使用量／30.84m³
かごしま材使用量／28.16m³
主な使用樹種／スギ

用　途／庁舎・公民館・図書館
所在地／曽於市大隅町
建築主／曽於市
設計者／株式会社 畠中設計
施工者／渡辺・川原田特定建設工事共同企業体
構造等／木造，地上１階
延床面積／1970.24m²
木材使用量／376.19m³
かごしま材使用量／374.68m³
主な使用樹種／スギ，ヒノキ

木造又は木造との混構造の部　特別賞木造又は木造との混構造の部　優秀賞

》 木とふれあう複合施設「椋」 《》 曽於市役所大隅支所・大隅中央公民館・市立図書館大隅分館 《

建築物の特徴
・軒を大きく張り出し，雨掛り部分を減らすことで，木

材の長期メンテナンスに配慮。
・深い軒，黒く塗った外壁，木質感を活かした軒天，

広いデッキが周辺の景観に調和。
・地域交流の場としての活用，木工教室やマルシェ

の開催に加え，HP や SNS 等で木材利用の魅力を
発信。

評価のポイント
・２棟の建物を１つの大屋根でつなげるなどデザイン

性に優れており、人々の目を引く建築物となってい
る。

・長屋風で，かつ２世帯住宅としての活用など，利
用面で多くの可能性を持つモデル的な施設である。

・細部にまで木を使うなど，木造への意識が強く，
PR 効果が高い。

建築物の特徴
・構造材を現しとするほか，耐力壁も意匠的なデザイ

ン。
・図書館の壁には杉板を使用し，調湿効果による快

適な室内環境を保つとともに，蔵書の保護にも配
慮。

・県産材のうち約40％は曽於市産材，かごしま材の
うち約60％は認証かごしま材を使用。

・棟上と竣工に現場見学会を実施し，木材の利用を
PR。

評価のポイント
・市役所・公民館・図書館が一体となった多くの市

民が活用する施設において、地元産材をふんだん
に利用しており、PR 効果が高い。

・構造材を現しとし，内装も意匠をこらしたデザインと
するなど、木の良さ，ぬくもりが感じられる。
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